
2031年（創⽴100周年）に向けて社会変⾰に貢献する世界屈指のイノベーティブな⼤学へ
大阪大学 第3期中期目標・中期計画（指定国立大学構想）に関する進捗状況 ＜令和２年度特筆すべき成果＞

2031年には

30％
に近づける
ことを⽬標︕

共創イノベーションによる「知」と「⼈材」と
「資⾦」の好循環システムの構築

共創機構の機能強化

【共創機構を中核として、社会との共創と研究成果の社会実装を
推進する先駆的な取組を実施】

取組の
主要KPI

⽬標値
⼥性研究者⽐率

（第3期中期⽬標
期間終了年）

16.1% 17.5% 18.7% 19.5% 20.1% 20%台

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

達成

5位に上昇

戦略① 新学術領域の開拓による世界的研究拠点の形成

量⼦情報・量⼦⽣命研究センター (2021年4⽉設置)

【新たな世界トップレベルの研究拠点を形成】

【社会との共創を通じた社会課題解決のハブ機能形成】

⼈⽂学・社会科学を軸とした
学術知共創プロジェクト

【新学術領域のさらなる創成】
先導的学際研究機構 10領域→12領域に

 ELSIセンター本格稼働

⼤学初LEED予備認証

未来社会共創コンソーシアム始動

産業バイオイニシアティブ
触媒科学イノベーション

産学官連携オフィス設置、共同研究⽀援室設置

国際協働ネットワークの基盤強化

箕⾯新キャンパス(OUグローバルキャンパス)  完成

グローバルビレッジ(津雲台) 供⽤開始
 ASEANキャンパス 4か国設置完了

タイ・インドネシア・ベトナム・ブルネイ

 Osaka University Partner 
Summit (2021年4⽉実施)

ガバナンス改⾰・財務基盤強化

信⽤格付け取得:AA＋(R&I)・AAA(JCR)

⺠間企業との1千万円以上の共同研究費
約72.5億円 国内1位(2017~2019年度)

共同研究講座・協働研究所の設置数:106件

⼤学院再編 ⼈⽂学研究科設置構想中
（2022年4⽉設置予定）
第6期科学技術・イノベーション基本計画

財務レポートの充実

戦略②

2184⼈ 2273⼈ 2480⼈ 2594⼈ 2611⼈
4000⼈台

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2031年

留学⽣受⼊数

2016年 2017年 2018年 2019年2020年

⽬標値

2031年

「社会貢献」から「社会創造」する⼤学へOUマスタープランの策定
＜中⻑期的な⼤学の指針＞ ⽣きがいを育む社会を創造する⼤学へ

量⼦分野の新たな世界拠点

全国で唯⼀採択

国内で先駆けて実施

産学連携に関する
各種相談窓⼝の⼀元化

全国発明表彰 未来創造発明奨励賞 受賞 3年連続受賞
2019年度21世紀発明奨励賞、2020年度未来創造発明賞

先取り

国内最⾼⽔準

財務・⾮財務情報の可視化

新型コロナ
ウイルスに
対する取組

『コロナ新時代における
⼤阪⼤学の取組』を策定

► 授業料減免
► 学⽣⽀援緊急給付⾦
► Wi-Fi ルーター無償貸し出し
► 新⼊⽣の交流会
► 学⽣の⼼⾝ケア相談窓⼝の開設

► コロナ対応者への⼿当新設
► ⼀時預かり保育室設置
► ⼤阪府・コロナ重症センター

への医療従事者派遣

コロナ新時代を⾒据えた
戦略が⾼評価

多数の学外機関の模範事例に

『財務レポート』

32.2%

（SGU構想
終了年）

達成

29.5% 30.2% 30.7% 30.8% 31.0%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2023年

国際共著論⽂⽐率
⽬標値

※2020年についてはincomplete

(参考)2020年度
バーチャル留学⽣
受⼊数192⼈

総⻑と新⼊⽣の交流

箕⾯新キャンパス 令和3年4⽉開学

地域のグローバル拠点

⼤学初LEED-ND予備認証

グローバルビレッジ(津雲台) 令和2年10⽉供⽤開始

⼩さな世界村

3年連続1位

 Nature Index(純粋な論⽂数評価) 世界65位国内3位

新
規

戦略③ 共創イノベーションを担う優れた⼈材の育成・
獲得

 THE世界⼤学ランキング⽇本版 国内5位に上昇
(⼤学の教育⼒を中⼼に評価するランキング)

【本学の教育改⾰の成果が⾼く評価】

 SAKIGAKEクラブ（異分野交流の場）

【優秀な若⼿研究者の育成環境】

イクボス×SOGIアライ宣⾔の実施
【ダイバーシティ＆インクルージョン】

⼤学フェローシップ創設事業
（博⼠学⽣への⼿厚い⽀援）

⾼等共創研究院 15名在籍
創発的研究⽀援事業 18名採択

イクボス×SOGIアライ宣⾔

4分野全てに採択

グローバル⽇本学教育研究拠点設置

基盤強化① 基盤強化②

⼤阪⼤学未来基⾦の受⼊累計額
約104億円 (過去最⾼受⼊額 約33億円)

感染症総合教育研究拠点設置

対⾯とメディア授業の併⽤

次なる⽅向性

⼤阪⼤学活動基準 を設定
ブレンデッド教育の実施
学⽣への⽀援 医療現場への⽀援

世界有⼒6⼤学との間でビジョンを共有し、
2025年⼤阪・関⻄万博での成果発表を宣⾔。Osaka University Partner 

Summit 共同宣⾔


